
86/BRZ Race 2019が開幕！

今年も86・ＢＲＺレースが 鈴鹿サーキットにて開幕
しました。
ネッツ兵庫として４シーズン目となる今季は、蒲生尚
弥選手、坂裕之選手を引き続き起用。
更にクラブマンシリーズには、昨年VITZレースで活
躍した勝木崇文選手を迎え、新体制となってスタート
しました。
2019年もぜひアツい応援をよろしくお願いします！

蒲生 尚弥（プロフェッショナル）
#121 tomicaネッツ兵庫86BS

坂 裕之（プロフェッショナル）

#813
ネッツ兵庫DLテックプロ86

勝木 崇文（クラブマン）

#242
ダイシンAVANTECH86

Rd.1＠鈴鹿

Coming soon!!

痛恨のシフトミス。
悔しい開幕戦に。

「ネッツ兵庫レーシングチームの皆様と1年間過ごす事で、プロクラスのドライ
バーの方々と身近に接する事ができ、車の走らせ方やマシンセットアップなど、
ドライバーとしてまだまだ自分に足りない要素を勉強させて頂きたいと思ってい
ます。そして1年を通して、ネッツ兵庫の皆様に認めてもらえるように頑張りま
す！今年は全戦はエントリーしませんが、開幕戦から勢いをつけて存在感をアピ
ールしようと思っていました。実際初戦からトップ5を狙える速さをアピールで
きたと思っていますので、早く表彰台に乗って実力を証明したいと思っています。
応援よろしくお願いします！」

「今年もネッツトヨタ兵庫レーシングチームから参戦できる事、本当に有り難く
思っております。
西村社長をはじめネッツ兵庫の皆様、ダンロップ様やサポートして下さっている
皆様、応援して下さっているたくさんの皆様に、ただただ感謝しかありません。
今年で５年目、成績は褒められたものではありませんが、自分ではまだまだ伸び
代はあると思っています！
一戦一戦を大切に、集中してチャレンジしていきたいと思っておりますので、引
き続きのご声援をよろしくお願いします。」

「厳しいレースの現場では、毎回様々な課題が発生しますが、その度にチーム全員で
試行錯誤を繰り返しながらクリアしています。社内外にモータースポーツの魅力を伝
える事と同時に、スポーツで培われる諦めずに取り組むという事の大切さを学べる場
にもなっていると思うので、ディーラーがレースに参加するという事はとても意義の
ある事だと思っています。そんな重要なプロジェクトに今年もご一緒出来て大変嬉し
く思います。
2019年は、しっかり結果に拘りたいです。今年も応援よろしくお願いします！」

蒲生選手はRd.2より参戦！
富士での走りに乞うご期待！



「昨年までの流れをそのままに、開幕戦の走り始めからトップ10圏内で
戦える戦闘力を感じました。
練習走行では2分33秒前半、予選では2分32秒を目標に組み立て、予選
では2分32秒699で7番手。
アタックラップの1コーナーでコースアウト車両、その車両をコース上で
パスしたタイムロスを考えると、予選4番手もありえた悔しい予選となり
ました。
決勝は2コーナー手前で前車2台のクラッシュに巻き込まれ、右フロント
にダメージを負い、ピットイン。
走行後の車載映像を見ても避けることが難しいクラッシュでした。
仮修復を行い最後尾から追い上げました。
アライメントが狂い、真っすぐは走らないマシンを試行錯誤しながら必
死で曲げ、18位でゴールしました。

順調な流れを掴めていただけに悔しい結果となりました。
予選であとコンマ1秒速ければ・・・と思ってしまいますが、"これもレ
ース"なんだと受け止め、次戦富士に向けてポジティブにアグレッシブに
マインドセットしていきたいと思います。
引き続き応援宜しくお願い致します。」

坂選手
■予選：24位
■決勝：20位

勝木選手
■予選：7位
■決勝：18位

result
Rd.1 鈴鹿

坂選手

勝木選手

「開幕戦、気合いを入れ過ぎて予選で痛恨のシフトミスをしてしまいました。
ほんの一瞬のミスで1秒のタイムロス・・・。
リザルトを確認し、もし1秒速かったらと思うと悔しさしかありませんでした。

一夜明け、気持ちを切り替え臨んだ決勝。
スタート直後にアクシデントもありセーフティカーが入る荒れた展開になりま
したが、その中でも接触もなくポジションアップする事ができました。

とは言え、まだまだ課題が多く残る結果でしたので、次戦富士では今回の
悔しさを晴らすべく全力を尽くします！ ご声援ありがとうございました！」

４年目のシーズンに突入。
今年も白熱した戦いが繰り広げられる予感はピタリ当たり、クラブマン・プロ共に荒れた開幕戦となりました。



今シーズンもトヨタ校の学生と共に戦います！

ネッツ兵庫への内定が決まっている二人。
今回の貴重な経験を糧に、来春更に成長した姿を見せてくれることでしょう♪

中川 雄太くん （３年） 宮部 伸一朗くん （３年）

車のレースを実際に見る事も、現場で車の整備をすることも始めて
だったので、とても楽しみな気持ちと整備をすることへの緊張を持っ
て体験をさせて頂きました。

体験に行く前に学校でオイル交換などの作業を練習してきましたが、
学校の車両では失敗をしてもやり直しがきくのが、実際のレース車両
ではそれが許されないので、一つひとつの作業への責任感を持つこと
が大切だと感じました。
あと1年間の学校生活では責任感を意識して作業を行う事を目標にして
授業に取り組みます。

今回の５日間は得るものが多く、とても充実した5日間になりました。
その中で印象的だった事は、ピットインの時やレース後に、メカニッ
クの方がドライバーに運転状況を聞き取り、瞬時に周りにどの作業を
するのかを伝え、車両をセッティングしている姿です。
豊富な知識と技術がないと出来ない事で、それを身近に感じることが
出来、今回は見ている事しか出来ませんでしたが早く先輩のような姿
になり、私も仕事で周りを引っ張っていけるメカニックになりたいと
思いました。
また、レースメカニックは常に順位を競い合って挑戦しているところ
がとても魅力的だなと感じました。
これからも車に興味を持って、レースに参加出来る機会があれば参加
したいと思っています。

私は自分から何か仕事を探すことに苦戦し、その中で先輩方の動きを
見て仕事のもらい方を学んだので、この経験を活かして１年後には周
りをしっかり見れるよう学校生活の中でさらに学びたいと思っていま
す。

よくレースの観戦をしていましたが、実際にレースの裏側を体験出来て
非常に良い経験となりました。

「早く正確に」という、レースメカニック特有の技術に大変驚きました。
特に片山さんのタイヤの取り付けやブレーキローターの交換作業がとて
も早く無駄のない作業で、自分も技術を磨き片山さんに近付きたいと思
いました。
また、ドライバーとセッティングについて相談したり、納得してもらえ
る説明力や知識が豊富な事にも驚きました。

山本さんにはレースについて疑問に思ったことを詳しく説明して頂き知
識を深める事ができ、並川さんにはレースの進行や入社後の仕事につい
て優しく教えて頂き、入社後のイメージを具体的にする事が出来ました。

この体験を通じて、自分の目指すべき目標を見付ける事が出来ました。
入社するまでの残り１年で、自分の苦手な科目の勉強や作業にも積極的
に取り組み、改善していきたいと思います。




